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ジェンティーレヘの旅

中川　政樹

はじめに

　第二次大戦末期のイタリアで、連合軍・パ

ルチザンに追い詰められたファシスト政権は

北部に逃れ、ドイツ軍の支えによってサロ共

和国を設立して、かろうじて命脈を保ってい

た。1944年4月15目13時30分、フィレン
ツェの郊外にある高級住宅地・避暑地として

名高いフィエソーレのモンタルト館（Villa

Montalto）の前に一台の車が止まった。運転

手が門の扉を開けるために下車した隙に、学

生を装った数人の男たちが車に近づき、窓越

しに車内にいた男に名前を確かめるために問

いかけた。男が頷くと至近距離から、ピスト

ルの引き金が引かれた。総勢5人と思われる

男たちは、すぐさま自転車に乗って逃走した。

銃撃を受けた男は即座に病院に運ばれたが、

車が病院に着いたときには、すでに死亡して

いた。

　この殺害は、容易周到に準備された暗殺で

あった。襲撃した5人の男たちは、フィレン

ツェのパルチザン行動団（Gruppo　d’Azione

Partigiana＝・GAP）の構成員であり、殺害を

指揮した男は、地区の共産党員ブルーノ・フ

ァンチウラッチ（Bruno　Fanciullacci）であ

った。暗殺から1週間後の4月22目、反フ
ァシズムの国民解放委員会がrジェンテイー

レ事件」と題する声明を発表した。

　暗殺された男の名は、ジョヴァンニ・ジェ

ンティーレ（GiovamiGentile）、親ファシス

トの思想家として、かつて「ファシスト知識

人宣言」を起草し、ファシスト国民文化協会

会長、ファシスト政権が企画したイタリア大

百科事典の編集長、ピサ高等師範学校校長な

どを務め、暗殺の前年にはムッソリーニから

イタリア・アカデミー総裁に任命されたファ

シスト文化人の大物であった。

　この二人の関係については、近年前後して、

後目談が生じた（1）。1994年、第一次ベルル

スコーニ内閣の成立後、郵便・通信省はジェ

ンティーレを記念する切手の発行を決定した。

それは、国民同盟（AlleanzaNazionale）」す

なわちファシスト党の流れをくむ政党の代表

者、ジュゼッペ・タタレッラの主導によるも

のであった。左派から多少の異議は出たもの

の、さしたる議論もなく切手は発行された。

他方、ジェンティーレ殺害の実行部隊の指揮

者、ファンチウラッチは、事件後ファシスト

側に捕らえられ、拷問を受けた後、ボロネー

ゼ通りの歩道の上で死体となって発見された。

最近、フィレンツェ県のある町の行政当局が

街の通りに、彼の名を冠することを決定し、

通りの名称として彼の名を刻んだ石碑の除幕

式が厳かに行われた。こうして、一方で、ジ

ェンティーレを記念する切手と、他方で、彼

を殺害した人物を称える道路石碑が、出現す

ることになったのである。

　周知のように、ジェンティーレは、ベネデ

ット・クローチェ（Benedetto　Croce）とと

もに、イタリア理想主義を代表する思想家と

して、20世紀初頭のイタリア思想・文化に大

きな影響を及ぼし、指導的役割を果たしたの

であった。しかし、彼が行動主義の理論を確

立していく過程でクローチェとの思想的な立

場の違いが明白なものとなった。彼は、ファ

シズムの台頭に際して、この勢力こそ自らの

理論の体現者であると看做して、親ファシズ

ムの立場を表明し、さらに、1923年にファシ

スト党に入党した。その後の経歴が示すよう

に、彼はファシスト文化の最高指導者として

活躍し、ファシズム末期のサロ共和国にまで

忠誠を示したのであった。
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　このことによって、ジェンティーレは、反

対者から「ファシズムの哲学者」、「俗物的背

信者」、「政治的悪党」、「ならず者」、「イタリ

アの知性全体を堕落させた者」として断罪さ

れたのであった。思想家、学者としてファシ

ズム体制の政治にかかわった彼の殺害は、そ

の意味で、政治的暗殺であった。第2次大戦

後の新しいイタリアの知的社会を覆っていた

ファシズム否定の風潮の中で、彼の哲学をフ

ァシズムから切り離そうという試み、あるい

は、政治家、哲学者としての彼を批判しなが

らも、純粋さ、野心、シチリア人の忠実さか

ら、ムッソリーニのワナに掛かった偉大な哲

学者として、彼の魂を救済しようとする試み

があったにせよ（2）、彼とその思想は、冷遇

され，あるいは，否定的にしか評価されてこ

なかったといってよい。

　しかし、19世紀末から20世紀初頭にかけ

てのイタリア思想界を語るとき、理想主義思

想の形成にジェンティーレの果たした役割に

触れないわけにはいかない。戦後、年ととも

にジェンティーレに関する研究は盛んになっ

ており、彼の没後60年を経た今、ジェンテ

ィーレの再評価の試みがなされてきている。

筆者は、ジェンティーレのより詳細な理解の

ための第一歩として、彼の思想形成の背後に

あるシチリアおよびイタリア南部に注目し、

多くが語られていない彼の少・青年期に関す

る調査を目的として、現地で彼の足跡を実際

に辿るrジェンティーレヘの旅」を試みた。

当然のことながら、彼の生きていた時代と現

在では、状況が大きく異なることは言うまで

もない。しかし、文献資料のみに頼る研究で

は得られないものがそこにあるのではないか

という思いが、筆者を動かした。旅は、平成

17年1月17日から2月6日にかけて、彼の
生地であり、幼年期を過ごしたカステルヴェ

トラーノ（Castelvetrano）とカンポベッラ・

ディ・マザーラ（CampobelladiMazara）、

高等学校に通ったトラパニ（Trapani）、そし

て、ピサ高等師範学校卒業後、高等学校の教

師として初めて赴任したカンポバッソ
（Campobasso）を中心に行った。本稿はそ

の報告の一部であり、ある意味で、若き日の

ジェンティーレを訪ねる旅行記である。
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1．カステルヴェトラーノ

　ナポリのカーポデキーノ空港をM時15分

に飛び立ったアルピ・イーグル1336便はテレ

ニア海を越えて、約1時間後にパレルモの西

32kmのプンタ・ライジにあるファルコーネ・

ボルセッリーノ空港に着陸した。冬も暖かい

と言われるシチリアでも、さすがに曇りの日

は肌寒い。空港のすくそばに誓え立つ岩山の

頂上部は雪を被っており、海辺のためか風重）

強い。空港からは、バスに乗り約1時間程で

パレルモ市内に入る。シチリア島の西部に位

置するパレルモは、現在人口約75万人の島内

最大の都市である。シチリアは地中海交通の

要所に位置しているため、古代より多様な民

族の侵入に晒された。フェニキア人によって

建設されたパレルモは、シチリアがその後ロ

ーマ、アラブ、ノルマンなどの支配下に置か

れた時も、常にシチリアの中心であった、、

　シチリア西部で少年時代を過ごしたジェン

ティーレの面影を訪ねる旅は、シチリアの空

と海の玄関口であるパレルモから始まる。パ

レルモを起点にして西、或いは南西方面は鉄

道、車利用ともにアクセスが良い。世界的に

名高い食後酒を生産するマルサーラ
（Marsara）、イスラム勢力がシチリア進出の

足がかりとしたマッザーラ・デル・ヴァッロ

46



ジェンティーレヘの旅一中川

（MazaradelVallo）、シチリア最古の温泉地

もあるシャッカ（Sciacca）と個性豊かな町が

海岸線に続く。

　この旅行の当初の計画では、パレルモから

ジェンティーレの生誕地であるカステルヴェ

トラーノを訪れる予定であった。カステルヴ

ェトラーノは、パレルモからイタリア国鉄の

準急列車に乗ると約2時間半で行くことがで

きる。ところが、前もって調べたところ、カ

ステルヴェトラーノの街中にはホテルが一軒

もないということが分かった。市の中心部か

ら約10キロ南の海岸沿いに行くと、古代ギ

リシャ時代の遺跡のあるセリヌンテやトレ・

フォンターネに、いくつかリゾート・ホテル

があるが、，市内からは遠く、目に数本あるバ

スの便も悪い。

　ほとんど観光客が行くことのないカステル

ヴェトラーノのような町については、イタリ

アでも情報は乏しい。ホテルが無いとすると、

近くの町に宿を求め、そこから出かけるしか

ない。近くの町といえば、マザーラ・デル・

ヴァッロであるが、未知の町であり、ここも

情報に乏しい。そこで、マルサーラ・ワイン

の生産で有名なマルサーラに宿を求めること

にした。マルサーラはかつてフェニキア人が

建設した町であったが、その後、サラセン人

が侵略して古代の町を造り変え「マルサ・エ

ル・アラー」（アラーの港）と呼び、これがマ

ルサーラという地名の由来となったと語り継

がれている。こうして、マルサーラの駅近く

の安宿に投宿し、翌朝することになった。

　次の朝、7時45分、マルサーラの駅は、

通勤や通学の人たちで賑わっていた。ほぼ満

席の乗客を乗せて、8時OO分に発車した列車

は、沿線にオリーヴ畑やかんきつ類の林が続

く一帯を走り、20分でマザーラ・デル・ヴァ

ッロに着く。この町の沖合からは、1998年に、

紀元前3世紀～2世紀の製作と推定されるブ

ロンズ像「踊るサテユロス」が引き上げられ、

世紀の大発見として話題になった。この像は、

イタリア中央修復研究所で4年間かけて修復

され、同市のサテユロ博物館に展示されてい

る。しかし、サテユロス像は、2005年愛知万

博「愛・地球博」のイタリアパビリオンに展

示されることになっており、現在、すでに日

本に送られているという。日本では、愛知万

博に先立って、東京上野の東京国立博物館で、

2月19目から3月13目まで、r奇跡の発見！

2000年の眠りから醒めた地中海の至宝」と唱

って「踊る物サテユロス」特別展が開催され

たので、日本の人にも馴染みになっている。

　マザーラ・デル・ヴァルロで通勤・通学者

の大半が下車すると、車内は乗客も疎らにな

り、今までの喧騒が嘘のように閑散としてき

た。カンポベッロ・ディ・マザーラの小さな

駅を過ぎ、5分程で終点のカステルヴェトラ

ーノに到着した。駅前はほとんど人影がない。

古くからのイタリアの町がそうであるように、

駅前が町の中心地や繁華街であるとは限らな

い。この町は、なだらかな丘の上にあり、駅

は丘を下ったところにある。

　出生証明書（AttidiNascita）によると（3）、

ジョヴァンニ・ジェンティーレは、この町で

1875年5月29目午後11時、薬局を経営する

同名の父ジョヴァンニ・ジェンティーレと元

小学校教員の母テレーザ・クルティの問に10

人兄弟の第8子として生まれた。彼の家は、

その土地の比較的豊かな中産階級に属してい

た。彼の誕生後、家族が、カステルヴェトラ

ーノ近郊の町カンポベッロ・ディ・マザーラ

に移ったため、そこで幼年期を過ごし、1881

年11月から1886年7月までの問、小学校に

通った。その後、1886年11月から1891年7

月まで、カステルヴェトラーノの中学校で学

んでいる。

　駅から坂を上がって旧市街地に入ると、街

の中心部にあるガリバルディ広場の脇に、ジ

ェンティーレの胸像がある。さらに進んで市

立博物館に、この街に詳しいミケーレ・イン

デリガート氏を訪ねる。氏は、この街には、

ジェンティーレの血縁者が今も住んでいると

言って、系図を書いてくれる。それによると、

ジェンティーレの弟、ジュゼッペに、ジョヴ

ァンニという息子がおり、その娘で、現在65

歳のアントネッラ・ジェンティーレ女史が、

ガリバルティ広場近くのコルドヴァ通りに住

んでいるという。インデリガート氏は、アン

トネッラ女史に電話をかけてくれたが、あい

にく不在であった。彼女の家は、ジョヴァン

ニ・ジェンティーレの母、テレーザ・クルテ
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イ縁の家であるので案内するという。その家

は、ガリバルディ広場に続くウンベルト1世

広場からコルドヴァ通りにおよそ10m入っ

たところにあった。手入れされていない古い

門のなかに昔ながらの館が見える。それをカ

メラに収めると、氏は、次はジェンティーレ

に縁の深い学校に案内するという。歩くこと

数分で、「ジョヴァンニ・パンタレオ文科高等

学校及びジョヴァンニ・ジェンティーレ師範

学校」（Liceo　classico　Giovanni　Pantaleo　e

Istituto　Magistrale　Giovanni　Gentile）とい

う看板が壁に埋め込まれた建物の前に着いた。

立派な校舎の前で、彼はr実は、私もこの学

校に通っていたんだ」と幾分得意そうに言い、

出会う人たちに会釈しながら校内を案内して

くれる。学校の1階に、ジェンティーレの肖

像画が正面に飾られた大講義室があり、彼が

この学校の精神的支柱になっているかのよう

に感じられる。

2．rジョヴァンニ・ジェンティーレ没後

60年』連続講演会

　校長室では、昨年9月1目にマザーラ・デ

ル・ヴァッロのバッラトーレ理科高等学校か

ら着任したという恰幅のよい赤ら顔のフラン

チェスコ・フィオルダリーゾ校長と数名の教

職員が迎えてくれた。ここで、ジェンティー

レに関する多くの資料を与えられた。彼の着

任を報じた『ラ・シチリア（LaSicilia）』誌

（4）によると、哲学・歴史学で学士号を取得

した後、市および県の公教育評議員を勤め、

1995年には市民の反マフィア意識を喚起し

た功績で、カヴァリエーレ勲章を受章してい

る。彼は、就任にあたって次のように語って

いる。「カステルヴェトラーノヘの私の赴任は、

出身地への帰還です。生徒や学校への奉仕に

挺身してきた経歴の完成です。パンタレオ高

等学校とジェンティーレ師範学校が、かつて

獲得した高い威信を保持しつづけるために、

全精力を注ぎたいと思います。」

　彼が、現在、学校を挙げて推進している企

画に、ジョヴァンニ・ジェンティーレ没後60

年に際して、「ジェンティーレの再評価をめざ

して」の一連の講演会・会議がある（5）。

「ジョヴァンニ・ジェンティーレ没後60年」

記念、r哲学者ジョヴァンニ・ジェンティーレ

に関する連続講演会jと銘打って、著名なジ

ェンティーレ研究者による一連の講演会が進

行中であった。

　講演会日程表によると、いずれもジェンテ

ィーレ研究の第一人者による次のような講演

会と全体会議が行われていた（6）。

2004年10月30日
　アンティモ・ネグリ（ローマ大学）

　「ジョヴァンニ・ジェンティーレと自由社

　会主義的コーポラティズム」

2004年11月27目
　ダニエラ・コリ（フィレンツェ大学）

　「ジョヴァンニ・ジェンティーレの政治観」

2004年12月18日
　マルガレーテ・ドウルスト（ローマ・トル・

　ヴェルガータ大学）

　rジョヴァンニ・ジェンティーレの教育観」

2005年1月28目
　エルヴェ・A・カヴァッレェーラ（レッチ

　ェ大学）

　「魂の表現としての身体｛ジョヴァンニ・

　　ジェンティーレにおける芸術観」

2005年2月19目
　ジュゼッペ・ニコラーチ（パレルモ大学）

　「ジョヴァンニ・ジェンティーレの哲学観」

2005年3月12目
　ピエトロ・ナスタージ（パレルモ大学）

　「ジェンティーレと数学者たち」

2005年4月16日
　アレッサンドロ・カンピ（ペルージア大学）

　「ある哲学者の必然的な死」

2005年5月30目
　ファイナル・コンヴェンション

　出席予定者

　ジョヴァンニ・ジェンティーレ・ジュニア

（レ・レッテレ出版社・フィレンツェ）、レー

モ・ボデイ（ピサ大学）、フランコ・カンビ（フ

ィレンツェ大学）、パオロ・シモンチェッリ（ロ

ーマ、ラ・サピエンツァ大学）、フルコ・ラン

カスター（同）、ジャン・フランコ・ラーミ（同）、

ニコラ・トラソファリア（トリーノ大学）、ジ
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ヤコモ・マッラマオ（ローマ第3大学）、フラ

ンチェスコ・リッオ（メッシーナ大学）、アッ

リーゴ・コロンボ（レッチェ大学）。

以上のような連続講演会は、様々な分野・角

度から、ジェンティーレの思想・理論を論ず

るものであって、大変興味深いものであるが、

滞在日数との関係で参加することができなか

ったのは残念であった。

　また、ジェンティーレに関して、インデリ

ガート氏は、「ジェンティーレの政党」が、明

目から2日間の予定で、この地区の党大会を

市内のマルコー二劇場で開くという。街角に

多くのポスターが貼られており、そこにはか

スパッリ（Gasparri）と大きく印刷されてい

る。ガスパッリとは、フォルツァ・イタリア

を中心とする右派連立政権、ベルルスコーニ

内閣の郵便・通信大臣（Ministro　dellePoste

e　delle　Telecomunicazioni）で、地元選出の

大物議員である。彼は、2003年12月に成立

したガスパッリ法、すなわちrテレビ・ラジ

オ制度再均衡法案」で、わが国でもその名が

知られることになった（7）。

ガスパッリが主役となって開かれるこの地区

の党大会とは、4月の選挙に向けての「国民

同盟（AlleanzaNazionale）」、すなわち、フ

ァシスト党の流れを汲む政党の集会であった

（8）。その意味では、確かに「ジェンティー

レの政党」と言うことができる。ジェンティ

ーレの出身地では、ファシスト党の流れを汲

む政党が大きな支持を得ているようである。

3．カンポベツロ・ディ・マザーラ

　次いで、筆者は、ジェンティーレが幼年期

の数年を過ごしたカンポベッロ・ディ・マザ

ーラを訪れることにした。カステルヴェトラ

ーノ駅の出札口で、カンポベッロヘの切符を

買おうとすると、駅員がrなぜカンポベッロ

へ行くのか」と怪訝そうな顔で尋ねる。詳し

く説明する必要もないので「街に興味がある

のだ」と適当に答えると、理解しがたいとい

う表情である。確かに、行き先は外国人が観

光に行くような町ではない。しかも、帰りの

時刻が決まらないので「片道切符を」と言っ

たのに、わざわざ「往復切符か」と聞いてく

る。

　その理由は、カンポベッロの駅に降り立っ

て分かった。駅は無人駅で荒れ果てて、切符

の自動販売機は壊れている。そして、狭い駅

前には廃櫨のような建物があるだけで、人影

はない。同じ列車から降りた少年に、切符は

どこで買えばいいのかと尋ねると、旅行代理

店だと言う。それは街の中心部にあるとのこ

とであった。

　バスもタクシーも見当たらない。中心部へ

は、車が砂埃を立てながら走る建物のまばら

な道をおよそ30分歩くことになる。この様子

は、ジェンティーレが、恩師ヤーヤに宛てた

手紙にrカンポベッロでは、道の砂埃が馬車

の轍やラバの脚の下で息詰まるような白い雲

となって絶えず舞い上がります（9）」と書い

た百年前の状況と少しも変わっていないよう

に思え、まるで歴史が止まってしまっている

かのような不思議な感じである。

　ピサ高等師範学校に在学中の1895年夏、こ

の町に帰郷しているが、この時、彼が見たも

のは、兄弟ガエターノの死によって悲しみに

打ちひしがれた家族の姿であった。また、彼

自身も健康が優れず、以前からの貧血症によ

る心収縮の診断を受けたのであった。さらに、

不幸が家族を襲った。1898年、薬局を経営し

ていた父が、法律に違反して薬局を工房とし

て営業しているとして告発されたのである。

家族、特に弁護士であった長兄の勧めにより、

父は薬局を閉じ、家族はカステルヴェトラー

ノへ転居することになった。この一件で、父

は一種の被害妄想に駆られ、彼を告発した連

中や彼に仕事を辞めることを勧めた長兄への

怒りを爆発させて抑欝症状に陥った。そして、

父は、家族の希望に反して、家族と離れて薬

局を開くためにカンポベッロに帰っていった

（10）。父の精神的錯乱や家族の分裂に加え、

シチリアに戒厳令が発せられる暴動（11）の原

因となった経済的危機も、彼の家族の生活に

深刻な影響を及ぼしたであろうと推測される

が、それについての記述はどこにも見られな
い（12）。

　カンポベッロは、ジェンティーレにとって、

楽しい思い出のある故郷ではなかった。この
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小さな町で、父がかつて薬局を開いていた場

所を訪ねることができた。近くの人の記憶か

らは、ジェンティーレは消えているようであ

った。100年以上の年月の経過によってカス

テルヴェトラーノとは違って、ジェンティー

レは忘れられた存在になっていた。

4．トラパニ

　カステルヴェトラーノでの学業を終えると、

ジェンティーレは、1891年県都トラパニにあ

るエクシーメネス文科系高等学校（1iceo

classicoXimenes）に進学し、1893年までト

ラパニで学生生活を送った。パレルモからの

準急列車が、トラパニの街に近づくと、右手

のサン・ジェリアーノ山の頂上に中世の街並

みを残した観光地、エリーチェの町が見える。

シチリアの最西端に位置するトラパニは、鋭

角の3角形の形をして海に望んでおり、旧市

街地の南側には港がある。その歴史は古く紀

元前から地中海有数の港町として、塩田と塩

の交易で栄えてきた。現在もトラパニから南

のマルサーラまでの沿岸にサリーネ（Saline）

と呼ばれる塩田があり、この街の重要な産業

となっている。

　トラパニの街は、古くからの町並みが新し

くきれいに整備されており、シチリアや南イ

タリアの都市にある雑然としたうす汚さは、

感じられない。青い海を背景にした街並みは、

一種絵になる風景を作りだしている。鉄道駅

から西に、海に突き出た旧市街地の方向に15

分ほど行くと、旧市街地の中心であるサン・

アゴスティーノ広場にでる。さらに西に伸び

るヴィットリオ・エマヌエーレ大通りに入る

と、壮大な大聖堂が通りに面して右手に見え

る。その隣に、シーメネス高等学校がある。

建物の入り口に、r第60学区　国立高等・後

期中等学校『レオナルド・エクシーメネス』

トラパニ」（Distretto　scolastico　N．60．Liceo

Ginnasio　statale“LEONARDO　XIMENES”

TRAPANI）という黄銅製の小さな看板が壁

に埋め込まれている。大きな建物であるが、

それに比べて看板が小さいためか、うっかり

すると見落としてしまいそうになる。

　校名に冠された人物、レオナルド・エクシ

ーメネスは、1716年トラパニに生まれ、1786

年フィレンツェで没したイエズス会系修道院

の修道士である。彼は、1756年にフィレン

ツェのサン・ジョヴァニーノ修道院に天文台

を再建し、また、有能な水利工学技師として

トスカーナ湿地帯やビエンティーナ沼の干拓

に携わった。さらに、橋の設計や道路建設の

指揮にカを注いだ。こうして、彼は、天文学、

水力学、幾何学、物理学及び力学の分野で活

躍し、18世紀におけるトスカーナ地方の最も

重要な科学者の一人とされている（13）。

　ジェンティーレは、この学校に1891年から

1893年の3年間在学したが、この間の詳細な

状況を伝える文献は乏しい。いずれの書も優

秀な成績で学業を修了したことを伝えるのみ

である。トラパニの街でも、100年も前のジ

ェンティーレの学生生活は、人々の記憶から

消え去っていた。トラパニでの彼の学生生活

の詳細を掘り起こすことができないまま、シ

ーメネス高等学校を後にした。

　高等学校で最終学年に上がり、卒業試験に

合格した後、彼の優秀さを認めていたギリシ

ャ語教師、ガエターノ・ロータ・ロッシの勧

めによって、彼は、パレルモで行われたピサ

高等師範学校（ScuolaNormale　Superiore　di

Pisa）の選抜試験を受験した。この学校は、

　　　　　　　　　　　　　ノフランスの高等師範学校（Ecole　normale

sup6rieure）を模して、ナポレオンによって

設立され、イタリアのエリート養成機関の一

つとされていた。彼はその試験に合格し、入

学が認められた。こうして、ジェンティーレ

は、1893年11月、シチリアを後にして、ピ

サ高等師範学校の文学部に入学した（14）。彼

の思想形成は、ピサでの勉学によるところが

多いと考えられるが、今回の旅はイタリア南

部に限ったため、ここでは触れないこととす
る。

5．カンポバツソ

　1897年に「ロズミー二とジョベルティ」に

関する卒業論文を提出後、彼は10月にアブル

ッツォ（Abmzzo）州（15）のカンポバッソにあ

る王立マリオ・パガーノ高等学校の哲学教員

の職を得て赴任した。カンポバッソヘの旅は、
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ジェンティーレヘの旅一中川

ローマから始まる。

　1月中旬、月曜日の朝8時30分、ローマ・

テルミニ駅の発着表示盤には、多くの列車に

「運休（SOPPRESSO）」と表示されていた。

時折流される駅構内のアナウンスに耳を澄ま

すと、鉄道員のストライキによる列車の運行

停止で、中・長距離列車は全面的に運休らし

い。いつもは込み合う駅ホームに、今日ばか

りは乗客は少なく、日本のように懇切丁寧な

駅のアナウンスはないので、途方もなく佇ん

でいる。駅のコンコースでは、テレビ・ラジ

オ局のインタビュアーが、ストライキに関す

る意見を聞いて回っていたが、列車待ちの乗

客たちは、いつものように仕方ないというあ

きらめ顔で言葉少なである。ストライキは、

テレビのない安ホテルに投宿していた筆者に

とっても寝耳に水であったが、幸いなことに

9時15分発のカンポバッソ行き準急列車は

運行と表示されている。しかし、始発駅であ

るにもかかわらず、8番ホームに列車は入っ

てこない。9時10分、突然、発車時刻の表示

が9時35分に変更された。待つこと10数分、

さらに発車時刻が9時55分に変わる。

ところが、9時50分、突然、発着表示盤の8

番ホーム発カンポバッソ行き列車は、9番ホ

ーム発カッシーノ（Cassino）行き準急列車

と表示が変わった。数少ない乗客たちは、9

番ホームヘと急ぐ。周りの人たちに聞いてみ

ると、カンポバッソ行き列車は、カッシーノ

までしか行かないという。そこから先はどう

なるのか、駅員や車掌に聞いてもわからない。

　カッシーノは、ローマから列車で1時間半、

カンポバッソヘの途中の町であるが、ローマ

から電話でホテルの予約もしているため、と

もかく、カンポバッソの近くまで行って、そ

こから先はなんとかなるだろうと、不安を抱

えながら、急いで列車に乗り込んだ。1両の

車内を1等と2等に仕切った25席ばかりの

2等の車内には、5人の乗客しかいない。

列車がようやく9時55分に発車すると、まも

なく恰幅のよい車掌が、乗客の一人ひとりに

「どこまで行くのか」と聞きに回って来た。

5人のうち、カンポバッソまで行くのは2人

のようだ。カッシーノから先の旅程をどうす

るかの問題で頭の中が一杯になり、外の景色

も余り目に入らないが、のどかな田園地帯を

一路南下し1時間近く走ったところで、再び

車掌がやってきた。「この列車はカンポバッソ

まで行くことになった」という。何と人騒が

せなと思いつつも、先程までの不安は消散し、

これでひと安心となると、車窓の景色が急に

晴々としてきた。まもなく、小高い丘の上に

あるカッシーノの町と山上のモンテ・カッシ

ーノ修道院が見えてきた。

　カッシーノは、第2次世界大戦末期のイタ

リア戦線において、シチリアに上陸し北上す

る米英連合軍とその進撃をここでくい止めよ

うと強固な防御線を築いていた独伊連合軍と

の激烈な戦闘が行われたモンテ・カッシーノ

の戦いで有名な町である。

　カッシーノを過ぎて少し行くと、列車は支

線に入り、北へと向きを変えてなだらかなア

ペニン山脈の山を登っていく。遠くに山頂に

雪を被った山々が見え、モリーゼ（Molise）

州に入る。モリ｝ゼ州は、1963年に北隣のア

ブルッツォ州から分離独立した小さな州で、

面積は4，438k㎡、アルプスの南麓にあるヴ

ァッレ・ダオスタ（Valled’Aosta）州につい

で2番目に小さい。列車は、午後1時過ぎに、

モリーゼ州の州都、カンポバッソに到着した。

カンポバッソは、なだらかな丘の上にある人

口約5万人の街である。街の周囲には、広々

とした畑や牧草地が広がっており、近くには

雪を被ったアペニン山脈の山々が見える。こ

の目は風も強く、標高約700mともなれば、

駅に降り立つとさすがにローマよりは寒い。

旅行前に調べたところでは、モリーゼ州は地

震の多い地域である。近年では、2002年10

月31日、カンポバッソ付近で発生した地震

では、震源深さ15km、震度8を経験している
（16）。この町には、度重なる地震による家屋・

建物の損壊のため、歴史的中心地（Centro

storiCO）と呼ばれる旧市街地以外の街並みは

近代的な建築物が多い。古く由緒ある建築物

が少ないためか、観光とはほとんど無縁の都

市である。

　1897年10月、ジェンティーレがこの町に

足を踏み入れた当時、アブルッツォやモリー

ゼは、イタリアで最も貧しい地方の一つであ

ったが、彼の赴任前の数年間、カンポバッソ
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はちょっとした建築ブームが起こっていた。

アドリア海に面したテルモリ（Tbrmoli）と

カンパーニャ州の内陸部にあるベネベント

（Benevento）間の鉄道建設が呼び水となっ

て、この沿線に位置するカンポバッソでは、

ブドウ畑と果樹園に挟まれた丘の南斜面に這

いつくばっている古い市街地、チッタ・ヴェ

ッキア（Cittavecchia）の傍らに新しい街が

生まれた（17）。ジェンティーレは、しこの新し

い街が気に入ったようで、カンポバッソに到

着直後、恩師のヤーヤに次のように書き送っ

ている。「新しい側はこの町のよりよい所です。

ここには、いくつかの学校の建物、すべての

公共施設、交通の中心地があり、人々が散歩

に赴く広場に面して小さな劇場までもありま
す。（18）」

　駅前のクオーコ広場からヴィットリオ・ヴ

ェネト通りを北へ5分ばかり行くと街の交通

の中心地、ガブリエーレ・ぺ一べ広場（Piazza

Gabriele　Pepe）に出る。この広場の北はずれ

にジェンティーレが「小さな劇場」と書いた

サヴォイア劇場（Teatro　Savoia）があり、そ

の北側には丘の上に向かって旧市街地
（Centrostorico）、チッタ・ヴェッキアが広

がっている。旧市街地は迷路のように階段状

の道が入り組んでおり、12世紀から14世紀

にかけての中世の町の姿をそのまま伝えてい

る。丘の頂上には、ロンゴバルド時代に創建

され、15世紀に再建された重厚なモンフォル

テ城（CastelloMonfbrte）あり、町全体を俯

瞰することができる。

　ジェンティーレが奉職することになったマ

リオ・パガーノ高等学校は、ガブリエーレ・

ぺ一べ広場の角に面しており、堂々たる校舎

は大きな木々に囲まれ、入り口には、「マリ

オ・パガーノ国民寄宿学校（Convitto
Nazionale　Mario　Pagano）」の看板が掲げら

れている。市の案内書によると、この建物は

カンポバッソの最も代表的な建築物の一つで

あり、中央部分が3階建て、両脇部分が2階

建ての美しい建物である。この学校は、1816

年ブルボン家のフェルディナンド4世の勅令

で、モリーゼ地方の公教育のために「王立サ

ムニウム学校（Real　Collegio　Sannitico）」の

名前で設立された。その後、1857年フェルデ

ィナンドH世によって、高等学校に格上げさ

れ、1861年に後期中等・高等学校となった。

1865年にヴィットリオ・エマヌエーレII世の

勅令により、当時の文部大臣によって、この

学校の名称にマリオ・パガーノの名が冠せら

れた。

　校名の由来となったマリオ・フランチェス

コ・パガーノ（MarioFrancescoPagano）は、

1748年にバジリカータ州ポテンツァ県の1

都市、ブリエンツァ出身の法律家・政治家で

ある。彼は、ナポリ共和国臨時政府のために

憲法草案を起草した。しかし、1799年共和国

の崩壊とともにブルボン王国に引き渡され、

絞首刑に処せられ、生涯を終えた（19）。

　当時と変わらぬこの建物にジェンティーレ

は好印象を持ったようである。ルイジ・ガン

ベラーレ校長と同僚たちは、彼を温かく迎え

た。前任者の借りていた住まいを引き継ぐこ

とができたため、住居の困難もなかった。こ

こで彼は、ベルトランド・スパヴェンタの著

作の収集、史的唯物論、歴史の概念、芸術哲

学に関する考察など、当時心を奪われていた

研究を継続することができた。マリオ・パガ

ーノの図書館に所蔵されていない書物につい

ては、クローチェが私蔵本を提供してくれ、

また、ダンコーナが高等師範の蔵書を利用す

る便宜を図ってくれた（20）。こうして、彼は

カンポバッソで地理的条件を除けば、十分満

足しうる研究生活を送ることができた。

　彼のこの学校での教育活動については多く

は伝えられていないが、のちの研究活動につ

ながっていると思われる次のような逸話が残

っている（21）。着任後、授業のテキストを選

定する必要があった。彼は、20年以上前にナ

ポリで発行された新カント派の哲学者で、ス

パヴェンタやヘーゲルの強い影響を受けたフ

ランチェスコ・フィオレンティーノの『高等

学校用・哲学講義』が適当だと決めた。とこ

ろが、この決定が一寸したいざこざを引起す

ことになった。前年のこの授業の担当者が、

転任を予期せず、すでに生徒たちに、1870年

代の初めにミラノで出版されたカルロ・カン

ト一二著『哲学基礎講義』の購入をすでに命

じていた。書店は必要部数を発注してしまつ
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ていたため、損害を訴えに来校し、生徒たち

の幾人かは既に購入済みであった。当惑した

校長は、彼にテキストを変えないか、あるい

は、1年生の生徒にだけフィオレンティーノ

の本を採用するよう求めた。彼はしばし迷っ

たが、翌日、彼の決断のとおりに新しいテキ

ストを採用すること、そして、必要とあれば、

その理由を生徒たちに説明することを明らか

にした。彼によれば、カント一二はイタリア

の高等学校における「哲学の衰退に繋がる悪

しき手引書を書いた」（22）。カントー二はフィ

オレンティーノと同様に新カント派の哲学者

であるが、彼の書は、ヴィーコ、ヘーゲルそ

してスパヴェンタといったイタリア観念論の

祖たちの理論に全く冷淡であった。この書物

が若者の手に渡ることは、哲学教育にとって

有害である。校長は、彼の強い主張が単に彼

の頑固さによるものではなく、正当な理由に

よるものであることを理解し、教育計画を決

めるための校内会議において満場一致で承認

された。このことは、自己に忠実で安易な妥

協を嫌う彼の性格が強く表れた出来事として

伝えられているが、他方で、高等学校におけ

る哲学教育の改革を観念論の再生への方向で

行うことを示したものであり、彼のその後の

研究のグランドデザインが表れているのであ
る。

　カンポバッソでの奉職中、ジェンティーレ

の関心は、マルクスとスパヴェンタに関する

研究と歴史の概念と芸術の本質の研究に向け

られた。その成果は、『マルクスの哲学（1狛

βわ5α飴必〃lazめ』（1899）と『ヘーゲル弁

証法の改造（La　rifbrma　della　dialettica

hegeliana）』（1913）などで発表された。

これらは、その後の理論体系の輪郭を描くも

のとなっており、理想主義思想構築の骨組み

となっている。この点については、別の場で

詳述することにしたい。

おわりに

　1月中旬から2月初旬にかけてのカステル

ヴェトラーノ、カンポベッラ・ディ・マザー

ラ、トラパニ、そしてカンポバッソといった

シチリアとイタリア南部の町に、若きジェン

ティーレの足跡を辿る駆け足の旅は、彼の思

想形成のバックグラウンドを探求し、掘り下

げてみようという試みであった。

　イタリア理想主義を代表する思想家である

クローチェも、アブルツィに生まれ、ナポリ

でその知的活動を展開した。両者が、ナショ

ナルな、あるいは、コスモポリタン的な思想

の発展をめざしたと考えるにしても、ともに、

南部的背景をその思想の形成と発展に見出す

ことができる。両者の出会いとその後の思想

形成、そして、その発展は、筆者のこれから

の研究テーマとするところである。

　ジェンティーレの思想の原点は、これらシ

チリアとイタリア南部の地域にあるといわれ

るとき、実際に足を運んだことによって得ら

れた印象・知識および数々の資料は、彼の思

想を理解するに不可欠の大いなる財産を与え

られたと考えられよう。このような満足のう

ちに、シチリアとイタリア南部に若きジェン

ティーレを訪ねる旅を終えることができた。

この成果は、ジェンティーレとイタリア理想

主義の政治理論の研究において、他日、あら

ためて明らかにしたいと強く思う。
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